
   
 
  
 
 
 
1．はじめに  
 私たちの生活には日々，シャワーのようにマスメディ

アからの情報が降り注ぎ，それらの情報の何が真実で何

が虚構かを迅速に見極める力が必要とされる。 
 児童・生徒の読解力低下の問題がクローズアップされ

ている今，私はテキストベースの素材をしっかり読み込

ませ，討論も取り入れたメディアリテラシーの授業の必

要性を感じた。本発表は，授業は前任校の松戸市立松戸

高等学校において平成 20 年 9 月に 1 学年の国際人文科

生徒1クラスを対象に5時間かけて行ったメディアリテ

ラシーの授業実践報告である。   
 
2．なぜ報道素材なのか？  その理由 
 報道に関連したテキストベースの素材を使用した主な

理由は以下のとおりである。 
①生徒は，まとまったテキストを読みこなす習慣が乏

しいこと。 ②報道されることを鵜呑みにしてしまうこ

とによる社会混乱，報道のねつ造などの問題が近年多く

発生していること。 ③生徒は，マスメディアによる報

道は正しいと思い，無批判に受け入れているケースが多

い。 ④社会参画の気持ちを高めるためには報道資料を

積極的に取り上げる必要がある   
 また，画像が訴求力を持つメディア社会であるが，あ

えて活字のメディアをじっくり読み解かせることで，情

報発信者の狙いを論理的に解明していく面白さを味わわ

せたいという思いもあった。 
 
3．授業の流れと実践内容 （詳細はポスターにて） 

 
 

 
 
 
 
 
   
4．生徒の授業後の感想  
 授業後の生徒の感想には以下のようなものがあった。

（ ）内は人数を表す。 
 
・テレビなどで流れるニュースでも必ずしも正しい情報

が流れるとは限らないことを知った。 ・情報を鵜呑み

にしてはいけない。（9） ・普段よりもニュースを見る

ようになった。（3） ・これほど多くのねつ造があるの

に驚いた。（3） ・ディスカッションは戸惑ったが，た

くさんの意見を聞けて良かった。人の意見を聞くことで

視野が広がった。（3） ・ニュースや新聞記事などにあ

まり大きな影響を受けない方がよいと思った。テレビニ

ュースもあまり動揺しないで見ていきたい。 ・同じ記

事でも記者によって意見が違うことがわかった。なるべ

くそれらに影響されないようにしたい。 ・図書室の授業

では仲間とのコミュニケーションを取ることが多く，と

ても難しく感じた。 ・文章を書く場面が多く難しかっ

た。  ・新聞を違った角度から見ることができた。 ・
ニュースは半信半疑で見ていこうと思う。騙されないよ

うにと考えるようになった。 ・新聞やテレビにもねつ

造があって「今まで信じてきた情報が嘘であることもあ

る」と知ってショックだったし，それならどれが本当な

のかと思った。 ・今回の学習で，異常性が高く悪いニュ

ースほど報道されやすいことを知ったが，そういうニュ

ースの繰り返しだから国民の生活が暗くなる。善いニュ

ースももっと取り上げれば人の励みになると思う。  
  
これらの感想を読む限りにおいては，おおかた今回の学

習目標は達せられたのではないかという感触を得ている

が，感想を全く書いていない生徒もおり，他の機会もと

らえてスパイラル的に教材提示していく必要があろう。   
   
5．まとめと課題  
 批判的にメディアを読み解くにはテキストベースの読

解力は必須のスキルである。読解力に関して言えば，小

中高を通して新学習指導要領において，すべての教科に

おいて読解力の向上が意識されて組み込まれている。こ

のことは，読解力なくしては多様で複雑化した現代社会

の問題の本質をとらえることも問題解決に至ることもで

きないというメッセージではないだろうか。 
今回の実践授業をきっかけに，批判的にメディアをと

らえる授業を今後も実践していきたい。   
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